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歴史は繰 り返すといいますが.1970年代の2回にわたるオイル

危機から約20年を柿て.再び地球温畷化をrf.心にエネルギll'J省

が大きな議論になっています 前l叫は,主に中東産WJ同のオイル価

柄上糾 こよる締折コストへの影轡が間Riiでしたが,今IU=よ地球瑚機

の保全という視点から.演.iiされ, (一孫にまで影守を与える塩安な関

越ととらえられています.

私達のき門拝するエネルギーの約60%は.ti庚,石油.天然ガス

などの化石燃料で供&'iされており,消狩すれば必ず炭俵ガスを俳aJ.

します 現在と同 じ制令で常習が哨LJ]すると.100-200年後には,

推定哩戚Tiをすべて消出し,炭酸 ガス流雌は別在の約3倍に増加す

るといわれています.しかしながら,本会誌の 1月号特別小特集で

も取りとげましたように,化石燃料のき門弟と大気中の炭臓ガス鼠の

増れ あるいは気温の変化などに関して統 一的で説得力あるデータ

が現在不足しており,地球の本掛 rJな観測が必要です.乍珪l'からの

人工'hI星によるリアルタイム械洲が計画の肘 こなります.また,ヨー

朝横による地球氾傾化のシミュレーションも):きなテーマです 袖

U天気予報のために行っているようなシミュレーションを,将来数

百年分にもわたって行うものです.

エレクトロニクス技術の過料 ま.高度tIl報化社会の捕策と経済流

動の進展に大きく頁献してきましたが,今後この技術を地球原塊TIU

越にいかに活用するかが,我々の課題です.幸いTJ:ことに,エレク

トロニクス分野において,成功休族をもった幅広い屑の研究者,技

4万人の全日がいますし,世界rf.ではこの-けた以上の技術者がい

ます この1苫佃く.ェレクトロニクス技術のyJり口から環境間掛 こ

あたるとしても,大変な人数であり大きなLi一献が期待できるでしょ

う 先にふれたシミュレーションには,BL花のスーパコンピュータ

よりこけた芯辿のal羊機が必嬰です またセンシン'/技術やデータ

処埋技術,省確力技術など我々の得意とする技術に朋逃した多くの

-課題があります.ただこのような分野に参加するといっても,それ

なりの仕掛けが必要であり,本′7一会もエネルギー ･環境関連の研究

会や入会シンポジウムなどを棚掛 rJに食西 し.研究所動を支握 した

いものです.これらを通じて,多くの会flが地球碗F.ll.J掛 こ取り組む

ようになることを抑持します


